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なら人権情報センターの活動課題を確定へ 

ＮＰＯなら人権情報センターは６月１３日午後１時半

から、三宅町のあざ

さ苑で第２６期通常

総会を開催する。 

昨年度の総会で

古川友則・理事長は

組織の課題は重く、時代に対応した具体的な運動を

なかなか示すことができていない現状だと憂慮した。 

この間、「運動史」の編纂工程に見通しがついたも

のの、活動全般を見ると、ほとんど進展が見られず、

現状を切り開く力不足の状況にある。ここが踏ん張り

処であると考えている。    （写真は昨年の総会） 

 

「やさしさとぬくもり」のある地域づくりが重要 

「部落、部落問題」の可視化や、「部落問題の無化」

が今、大きなテーマとして語られる。そんななかで、奥

本武裕さんが「包摂」と「寛容」を軸にした「新しい地域

づくり」が重要だと提起している。 

これは、山下力さんが言い続けてきた「やさしさとぬ

くもり、そして、もう少し賢くなろう」と同じ文脈にある。 

今総会では、現状と課題を互いに確認し、今後の

取り組みの方向を確かめ合うことにする。事務局も各

支局も、高齢化や財政問題など、山積みの克服すべ

き課題を抱えるが、動き出していくことにしている。 

また、今総会では、役員が任期満了となる。改選期

となっている。昨年度の総会以降、李敏明さんと、永

井満智男さんの２人の理事が亡くなった。 

長年、理事を務めた２人に感謝し、ご冥福を祈ると

ともに、残された仲間たちで組織強化をめざしたい。 

狭山事件の再審を求め、１０００人が集会 

狭山事件の再審を求める市民集会が、５月２２日、

東京・日本教育会館であ

った。主催は「狭山事件の

再審を求める市民の会実

行委員会」。約１０００人が

参加した。西島藤彦・部落解放同盟中央委員長が開

会あいさつ。各政党代表もあいさつした。 

 

石川早智子さんが「雪冤を晴らしたい」と訴え 

第４次再審請求人の石川早智子さんがアピール。

早智子さんは、一雄さんが昨年３月

１１日、病院で「５・２３狭山集会に

行く」と言ったのが最後の言葉でし

た。いつか一雄さんに笑顔で報告

できるよう、何としても雪冤を果たしたいと訴えた。 

 

菅谷、青木、西山、阪原さんの冤罪被害者が訴え 

 映画「うそがほんとに ほんとがうそに」の予告編が

上映された。金聖雄・監督が袴田さんと石川さんの冤

罪事件を家族の日常に寄り添い、丁寧に描くことで、

理不尽極まりない司法の残酷さを浮き彫りにしたと。 

冤罪被害者の足利事件の菅谷利和さん、東住吉

事件の青木恵子さん、湖東記念病院事件の西山美

香さん、日野町事件の阪原弘さんの４人が、それぞれ

次こそ石川さんを無罪にしようと発言した。 

鴨志田祐美・弁護士が「再審法改正の現在地」を

報告。最後に鎌田慧・市民の会事務局長が法務省・

検察による再審法改悪に立ち向かう大衆運動を起こ

そうと呼びかけ、デモ行進に移った。 

６月１３日に第２６期通常総会 

２０２６年６月１日 
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無実の石川さんの再審を！ 
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田原本町企業内人権教育推進協議会が総会 

田原本町企業内人権教育推進協議会が５月１５日、

田原本生涯学習セン

ターで２０２６年度総

会を開いた＝写真。 

吉川孝宏・会長が

あいさつ。工藤華代・副町長が来ひんあいさつした。 

議事に入り、２０２５年度活動報告、決算報告、監査

報告、２０２６年度活動方針、予算方針を承認した。 

今年度は役員改選の年に当たり、新会長に奈良中

央信用金庫の金村達磨さん、新副会長には奈良トヨ

タＬ＆Ｆ株式会社の吉川孝宏さんを選出した。 

総会の準備、受付を手伝ってくれた県立高等養護

学校二階堂分室の生徒２人と、引率の先生に対し、

協議会より謝意のことばが伝えられた。 

 

奥本武裕・奈良大学教授が記念講演 

記念講演は、奥本武裕・奈良大学教授が「部落差

別の解消と私たちの課題」をテー

マに話をした＝写真。 

講演骨子は「部落史の見直し」

「部落差別の現状」「部落差別の

解消を展望するために」の３点。 

従来の部落史の理解は「身分

制の最底辺に位置付けられ、貧困・低位な状態を強

制された」という認識だった。 

部落史の見直しに沿うと、部落と非部落の間に本

質的な差異はなく、忌避・排除の理由は忘却されてい

る。にもかかわらず、差別の根拠として、あらゆる理由

が動員され、「差異の捏造」が行われている。 

 

「部落差別問題解決の道筋」について考える 

部落差別の現状についても、地域社会における部

落内外の社会的関係に注目すべきだ。部落との関わ

りを忌避する意識や行動の背景には、「かかわると面

倒なことになる」「部落出身者と間違われる」という社会

意識が存在する。「間違われる」というところに部落差

別の固有の特徴がある。 

そのことは、言うなれば、「差異」が存在しないところ

に「差異」を捏造して行われてきたのが部落差別であ

ったということである。 

 

自治を確立し、地域のつながりの再構築が重要 

部落差別の解消のためには、地域社会の部落に

対する異質視、蔑視、忌避、排除してきた否定的側面

を背景とした社会的諸関係の歪みや、ねじれを住民

自身の合意と、主体的な取り組みを通して改変する。 

また、地域社会での生活レベル（家庭・隣近所・企

業など）で自分たちのことは自分たちで決め、実行し

ていくという「自治」を実現する中で、人々のつながり

を再構築していくことが必要である、と語った。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

法人創設２５周年を記念し、楽しい催しで祝う 

社会福祉法人「ひまわり」が創設２５周年を迎えた。

これを記念して６月７日、「サン

サンひまわり祭り」が催される。 

記念式典では、特別講演とし

て「劇団かいほう塾」が「やくそく

─同じ空の下で」を上演する。 

続いて、「これまでの歩み」ト

ーク＆スライドショー、ピープル

ファーストの話がある。当日は午前８時半に受付。午

後４時半まで、三宅小学校体育館などで開催する。 

午後には、お楽しみステージとして盆踊りがある。

写真展、出店なども「あざさ苑」正面駐車場である。 

ひまわりは「地域で共に生きる」の理念のもと、障害

のある人もない人も一緒に暮らしていけるようにとの想

いで、地域に根差した活動を行ってきている。 

「祭り」の問い合わせは社会福祉法人「ひまわり」ま

で。電話は０７４５-４２-２９１９。 

部落差別の解消と私たちの課題 

 

６月７日にサンサンひまわり祭
り 
 
人権問題 
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二人の命に思いを馳せ生命と平和を考える 

「辺野古の集い」が５月４日、奈良県人権センター

であった。辺野古の海で３

月１６日、小型船が転覆。

平和学習で訪れた高校生

と船長が亡くなった。 

直後から、インターネット上で連日、「誤情報や、ヘ

イク、バッシング」が続き、辺野古基地建設反対運動

を押しつぶそうと政府も動き出している。 

集いでは冒頭、哀悼の意を込めて、全員が黙とう。

崎浜盛喜さんが「二人の死に接したとき、言葉を失い、

ただただ涙があふれた」と述べ、この集いでは、闘い

の原点に立ち戻り、「生命と平和を皆さんとともに考え

たい」とあいさつした＝写真。 

 

基地被害など沖縄に対する構造的差別が存在 

このあと、DVD『水平へ漕ぎ出す―辺野古海上行

動と裁判闘争』を上映。「千葉和夫さんの裁判を支援

する会」事務局長の西浦昭英さん

が闘いを報告した＝写真。 

西浦さんは２０１９年から名護市

に移住。反対運動に参加する。辺

野古の海と、埋め立て工事の現状

についてパワーポイントを使って説明。沖縄の歴史と

ともに、米軍基地が集中している状況、基地被害など、

「沖縄に対する構造的差別」について詳しく語った。 

 

闘いの精神は阿波根昌鴻の非暴力抵抗運動に 

また、辺野古の海上抗議行動や、土砂搬出への抗

議行動などの闘いも紹介した。 

西浦さんは、闘い続けている想い、精神は島の３分

の２が米軍軍用地とされた伊江島で土地の返還を求

め闘い続けた阿波根昌鴻（あはごんしょうこう）さんの

非暴力抵抗運動と、反戦平和を貫いた姿と闘いであ

ると述べ、運動への連帯と支援を呼びかけた。 

アイヌ刺繍作品展・ピリカノイカラカラ展を鑑賞 

アイヌ刺繍作品展・ピリカノイカラカラ展２０２６が５月

２２日から２７日まで、大阪・に

しなり隣保館「ゆーとあい」で

あり、観賞に訪れた。 

会場には、北海道アイヌ協

会認定優秀工芸師である阿

部紘美さんの作品が多数展示されていた＝写真。 

ピリカノイカラカラ展の「ピリカ」は美しい、おいしい。

「イカラカラ」は糸、刺繍するとの意味だ。展名は紘美

さんが自身の名前をもじって銘打ったものだという。 

 

生命の循環、自然の力、繁栄を象徴する紋様 

アイヌ文様を刺繍した大きなタペストリー、伝統衣装

や小物がいっぱい展示さ

れ、来場者は作品の美し

さ、ち密さに目を輝かせ、

作品に魅入っていた。 

紋様は生命の循環、自

然の力、繁栄を象徴する渦巻紋（モレウ）や棘紋（アイ

ウシ）などを組み合わせている。とんがった部分は「と

げ」、うず巻は「フクロウの目」を表す。 

刺繍の技法には鎖のように見えるチェーンステッチ、

面を埋めるサテンステッチ、アップリケ、返し縫いなど

がある。刺繍は病気や悪霊防ぐために外気に触れる

衣服の襟や袖、裾に施すのだ。いわばお守りである。 

 

阿部紘美さんが一人ひとりに説明とおもてなし 

阿部さんに民族衣装を着せてもらい、説明を受けな

がら数々の作品を鑑賞した。口当たりのさっぱりしたア

イヌ茶のおもてなしや、アイヌ文様の切り絵といった企

画まで用意されていた。 

針は昔、貴重品で鮭の燻製など１００匹と交換され、

大切に扱われたという。一針、一針のステッチの中に

アイヌ女性の強さとやさしさを感じることができた。 

魔除けや神への祈りとして発展 
 

「辺野古の集い」で哀悼の意 
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菊池事件の進行協議が福岡高裁で始まった 

菊池事件の再審裁判に関する進行協議が４月２８

日、福岡高裁であった。

進行協議とは、再審請求

審において裁判の進め

方や証拠提出の整理な

どを当事者間で協議する手続きのことだ。 

この日、支援者約５０人が高裁前に集まり、１万３千

筆余りの再審要請署名を弁護団に託し、送り出した＝

写真。弁護団は主張を補強した補充書を提出した。 

門前での集会後、映画「新・あつい壁」の上映会を

福岡市内で行い、事件の不当性を確認し合った。 

 

全国の支援団体がネットワークを結成 

「菊池事件Ｆさんの再審無罪を！全国ネットワーク

結成集会」が当日の夜、約１００人が参加して開かれ

た。ネットワークには、全国５０以上の支援団体が参加

を表明している。 

集会では、弁護団が証拠の信用性や、差別的状況

が裁判に及ぼした影響を補強した補充書について報

告。徳田靖之・弁護団代表が決意表明。屋猛司・全

寮協会長、竪山勲・全原協会長があいさつした。 

 

裁判所が憲法違反を軽視して良いのか 

徳田弁護士は、事件がハンセン病差別の中で起き、

無実を訴え続けながらも顧みられなかった問題の重さ

を指摘。「このような扱いを許して良いのか」と。 

２０２５年１月の熊本地裁による再審請求棄却決定

について、憲法違反を認めながら、是正もしない点を

挙げ、「日本社会の根本が問われている」と批判した。 

 

差別･人権侵害を認めることに懸念する司法 

徳田弁護士は差別・人権侵害を認めると司法の責

任が問われることへの懸

念が背景にあるとして、

「多くの人に伝え、全国

的な運動を」と訴えた。 

後に、全国からの参加者たちが壇上に並び、それ

ぞれが再審無罪への熱い思いを表明した＝写真。 

次回の進行協議は７月１７日に開かれる。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

＜６月は労働保険「年度更新」の申告時期＞ 

６月は労働保険の「申告」月。申告がまだの事業者

は当法人の「県労働保険代行組合」にご連絡を。 

＜訂正とお詫び＞ 

前号で中上登先生が三宅小学校に在職していたと

しましたが事実ではありませんでした。また、人権相談

場所の電話番号は正しくは０７４５-４２-２２２１でした。 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 ☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

６月。早くも本格的な夏が到来した感じだ。ここ

数年、気温は上昇傾向にある。今夏は４０度以上

の酷暑日が度々あり得るという。地球温暖化は確

実に進行。結果、環境破壊が深刻化し、自然との

共生が脅かされている。多数の動植物や昆虫も

絶滅の危機にある。気候変動は生活を直撃。農

作物の収穫、家畜の管理、資源の確保にも影響

する。温室効果ガスを大量排出する米国は気候

変動対策に背を向ける。国際ルール「パリ協定」

からも離脱した。資本主義の暴走が地球環境を

破壊している。熱中症など健康管理に乗り出す動

きも強まるが、気候変動対策を放置する国家や企

業の責任こそ追及されるべきだ。莫大な軍事費を

浪費し、戦争準備に励んでいるばあいではない。 

支援の輪が全国に広がる 

 


